
○ 包括的かつ高いレベルのＦＴＡを目指す

○ ＷＴＯルールと整合的である

○ バランスのとれた成果とウィン・ウィン・ウィンの
状況を目指す

○ 各国のセンシティブ分野にしかるべく配慮しつ
つ、建設的かつ積極的に交渉を行う

2003年～2009年：民間共同研究を実施。

2009年10月：日中韓サミットにおいて、産官学共同研究 の立上げを目指すことで一致。

2010年～11年：全７回のＦＴＡ産官学共同研究を実施。

2012年５月：日中韓サミットにおいて、年内の交渉開始につき一致。

2012年６月～９月：交渉開始に向けた準備のため、３回の事務レベル協議を開催し、

実務的な調整を終了。

2012年11月：ＡＳＥＡＮ関連首脳会議の際に、交渉の立上げを宣言。

2013年３月：第１回交渉会合を開催。

2013年７月：第２回交渉会合を開催。

2013年11月：第３回交渉会合を開催。

2014年 ：第４～５回交渉会合を開催。

2015年 ：第６～８回交渉会合を開催。

2016年 ：第９～10回交渉会合を開催。

2017年 ：第11～12回交渉会合を開催。

2018年 ：第13～14回交渉会合を開催。

2019年 ：第15～16回交渉会合を開催。

２．「日中韓ＦＴＡ産官学共同研究報告書」
のポイント

調整中

３．今後の予定

９（１） 日中韓ＦＴＡについて
１．これまでの経緯

発効済：ＡＰＴＡ（アジア太平洋貿易協定：中国、韓国、バングラデシュ、
インド、ラオス、スリランカ、モンゴル）、香港、マカオ、台湾、
ＡＳＥＡＮ、シンガポール、パキスタン、ＮＺ、コスタリカ、チリ、
ペルー、アイスランド、スイス、韓国、豪州、ジョージア、モルディ
ブ、モーリシャス

交渉中：ＲＣＥＰ、日中韓、ノルウェー、ＧＣＣ、スリランカ、イスラエ
ル、モルドバ、パナマ、パレスチナ、カンボジア

４．a. 中国と各国のFTA

発効済： ＡＰＴＡ（アジア太平洋貿易協定：中国、韓国、バングラデシュ、インド、

ラオス、スリランカ、モンゴル）、チリ、シンガポール、ＥＦＴＡ（欧州自由

貿易連合）、ＡＳＥＡＮ、米国、インド、ＥＵ、ペルー、トルコ、豪州、

カナダ、中国、ＮＺ、ベトナム、コロンビア

交渉中： 日本、メキシコ、ＧＣＣ（湾岸協力理事会）、日中韓、インドネシア、
ＲＣＥＰ、中米、イスラエル、メルコスール

４．b. 韓国と各国のFTA
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1,693
(107) 1,715

(14)

296
(26)

476
(5)

中 国 韓 国
1,072 (45)

1,736 (12)

注：（ ）内は、農林水産品

資料：Global Trade Atlas(日本との貿易品目のみ貿易統計）

日 本

【単位：億ドル】

電気機器
機械類
衣類・同附属品
食料品
金属製品

電気機器
機械類
輸送用機器
光学・写真用

精密機器
プラスチック

電気機器
機械類、鉄鋼・同製品
有機化学品

機械類、電気機器
鉄鋼、プラスチック
輸送用機器

電気機器
鉱物性生産品
機械類、鉄鋼
プラスチック

電気機器
機械類
光学・写真用精密機器
有機化学品、プラスチック

９（１） 日中韓三国の貿易状況（2019年）
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一般機械

18%

衣類及び同附属品

10%

農林水産品

6%

その他

の雑製

品…

金属製品

4%

その他

27%

総額

18兆4,537
億円

電気機器
29%

一般機械

23%

電気機器

21%

輸送用機器

10%

プラスチック

6%元素及び化合

物…

農林水産品

1%

その他

34%
総額

14兆6,819
億円

【日本→中国】【中国→日本】

中国の主な農産品生産(2019)中国の対世界輸出状況(2019)日・中国間の貿易状況(2019)

日本と中国との主な輸出入農林水産品(2019)

【中国→日本】 【日本→中国】

品目 中国
（参考）

日本

とうもろこし 26,078 0.01

米（籾） 20,961 1053

米（精米） 13,981 702

小麦 13,360 104

さとうきび 10,939 116

出典：FAO「ＦＡＯＳＴＡＴ」

出典：財務省「貿易統計」 、FedEx「World Tariff」

出典：財務省「貿易統計」

品目
輸出額

（百万ドル）

シェア
(%)

粗製生産品 5,465 10.0

調製食料品 4,569
8.4

野菜調製品 2,045 3.7

茶 2,026 3.7 

ニンニク 1,991 3.6

農産品合計 54,694 100

品 目 輸入額（億円） 輸入量 関税率

1 冷凍野菜（調整した野
菜（無糖）等）

934 48.4万トン ６～23.8％

2 鶏肉調製品 910 19.1万トン 無税～21.3％

3 生鮮野菜（たまねぎ等） 375 51.3万トン
無税～8.5% 又は

(73.7円-課税価格)/kg

4 うなぎ調製品 342 1.5万トン 9.6%

5 乾燥野菜（しいたけ等） 301 3.8万トン 無税～12.8％、９円/ｋｇ

農林水産品合計 11,910

品 目 輸出額（億円） 関税率

1 ほたて貝（活・生鮮・冷
蔵・冷凍・塩蔵・乾燥）

268 無税～10％

2 丸太 119 無税

3 アルコール飲料 101 無税～65％

4 清涼飲料水 70 ５%

5 植木等 67 無税～15％

農林水産品合計 1,537

９（１） 我が国と中国との農林水産品貿易

（単位：万トン）
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【韓国→日本】

日・韓国間の貿易状況(2019)

【日本→韓国】

韓国の対世界輸出状況(2019)

日本と韓国との主な輸出入農林水産品(2019)

韓国の主な農産品生産(2019)

【韓国→日本】 【日本→韓国】

出典：財務省「貿易統計」 、 FedEx「World Tariff」

品目 韓国
（参考）
日本

米（籾） 502 1053

米（精米） 335 702

キャベツ類 257 138

乾燥玉ねぎ 159 132

タンジェリン・
マンダリン等

65 75

出展：財務省「貿易統計」

電気機器

14%

石油及び同製品

13％

一般機械

12%

鉄鋼

11%
農林水産品

9%

元素及び

化合物

6%

その他

35%
総額

3兆2,271
億円

一般機械

18%

電気機器

17%

鉄鋼

8%
元素及び

化合物

7%

プラス

チック

6%
農林水産品

1%

その他

43%
総額

5兆438
億円

出典：FAO「ＦＡＯＳＴＡＴ」

品目
輸出額

（百万ドル）
シェア
（％）

調製食料品 1,659 25.1

たばこ 717 10.9

粗製生産品 583 8.8

清涼飲料水 496 7.5

ペストリー 249 3.8

農産品合計 6,601 100

品 目 輸入額（億円） 輸入量 関税率

1 たばこ 1,103 2.2万トン 無税～29.8%

2 かつお･まぐろ類（生鮮・
冷蔵・冷凍）

171 1.6万トン 3.5%

3 アルコール飲料 146 11.8万ｋｌ
無税～29.8％、
27円～182円/㍑

4 生鮮野菜(パプリカ等） 127 4.4万トン 無税～8.5%

5 加糖調製食料品 115 12.8万トン 16.8％～29.8%

農林水産品合計 2,891

品 目 輸出額（億円） 関税率

1 アルコール飲料 62 30%

2 ソース混合調味料 34 8%

3 ほたて貝（活・生鮮・冷蔵・冷
凍・塩蔵・乾燥）

28 20%

4 たい（活・生鮮・冷蔵・冷凍） 23 10%～20%

5 ペットフード 17 4.2%～５%

農林水産品合計 501

９（１） 我が国と韓国との農林水産品貿易

（単位：万トン）
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